
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 皿 一7 部会 5

19世紀における 中国 とイギリス の文官任用試験制度
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〔じめに

瑕告は中国とイギリスの文官任用試験制度を制

内に比較 するの で なく、それを支える背後要因

5 共通点を検討する こ とを課題 とする。東洋 と

t±会との交流が頻繁となり、東洋社会の 文物制

欠第に西洋社会に知られるよ うにな っ た。その

　中国の 科挙 が16世紀ご ろ、宣教師に よ っ て西

会に伝え られて い た。今まで の試験制度に つ い

ff究から見ると、科挙と西洋社会の試験制度 に

ζ両論に分かれている e 天野は西欧の近代社会

験の制度を中国から学んだ と言 っ た。一
方、

コッ パの競争試験の伝統は中世に ヨーロ ッ パ に

っ たイエ ズ ス会の学校に求めることができると

ゲ指摘 した。さらに、イギ 1丿ス に関して、イギ

D 「官僚採用試験科挙モ デ ル説が後日、 ICS

in　Civil　Service＞の人気を盛し丿上げるための 『ICS

lの
一

つ として 作られたので はない か」 とい う

巳ある。は っ きりした史料が見 つ からない限

上記の 二 つ の 卑場はどぢらがも っ とも妥当であ

炙証 し よ う が な い。ま た、そのよ うな歴史的な

ま社会学 に と っ て、もはや重要ではない。むし

、、わゆる 「科挙 モ デル 説」が どうして 生まれた

とい うとこるは本報告の問題関心である e ．

祭、科挙モ デ ル説の検証に つ い て の議論が既に

か ら始ま っ て い る。中国系の アメ リ力人学者ら

ギリス で競争試験の導入をめくっ て もっ とも激

論争が起きて い る19世紀中葉 こうの国会議事録

蒋主流 の 6 つ の ジ ヤ
ー

ナル を調 べ て い た 。 当

競争試験 の推進派と反対派双方 は国会弁論の

しばしぱ科挙を直接 に言及す る こ とがあ っ た。

派は科挙 の 制度その もの より、そ の 業績本位 の

原理 と効率性 の ほうをも っ とも評価して い た。

派は中国の政治的、経済的及び軍事的な遅れと

いう理由で、反対論を立て て いた。一
方、ジ ヤ

ー
ナ

ル に お い て は、それに似て い る議論が展開され て い

た。最後ば 次ぎの ような結論が出された。つ ま

り、競争試験が導入され る以前、科挙がイギリス社

会に良く知られ て いた。また、国会やマ ス メディ ア

に競争試験に つ い て の議論がよ く科挙と関連 され て

い た。国会内外は競争試験が中国の制度である と言

う認識を持 っ て い た。それで、ここ で問題 となるの

は何故イギリス の 指導者たちがそれほ と意識して い

ためかという とこ う である。また、その結果とし

て 、 イギリス の官僚任用の競争試験制度はとういう

点で科挙に似て いたのかというとこるをます見 て行

きたい。

闇 両者の共通点

　ます、 科挙に つ い て 簡単に紹介 しておこう。科挙

は 7 世紀の唐代から今世紀初頭まで中国に行われた

文冒採用試験制度である 。 それは人の属性を
一

切排

除し、試験 で の 答弁の 能力に基づく業績主義的な選

抜制度 で ある。それは主に郷試、会試 、 殿試と い う

3 段階 の試験から構成され、各試験の 合格者は挙

人、貢士、紳士とい う順に 学位が授与 される。全 て

の試験は中央政府にある 「礼部」によっ て 3 年 1回

に行われる。獲得した学位の順位に従 っ て、冒職 が

与えられる。試験の内容は四書五経という古興が中

心となる 。

　イギリスの官僚採用試験制度はその後、大 きく変

化して い っ たが、イギリ ス の 公務員試験の基礎 とな

る1853年に出されたTrevelyan ＆ Northcoteの”The

Organization　ot　the　Permanent 　Civil　Service’iとい う

国会 へ の 報告書 に見られる 試験制度の 構想と比較 し

て みたと こ う に、見 られた共通点は以下 の よ うなも

の で ある．試験を監督する中央の試験官の設置 教
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養主義的なまたは文学的な知識を中心と す る 競 争 試

験、試験が定期的に行われ、か つ 全 て の人に開放す

る こ と、使用期間の設置、応募者の道徳的な水準の

重視、業績に基づく昇進なとで ある。また、報告霽

を作成 している段階に、3 段階 の試験制度の構想が

盛り込 まれていた。そのいすれも科挙と似て いるの

で ある。

■ 教育制度との関連

　以上、イギリスが官僚任用試験が導入される際、

科挙がよく言及され、また、科挙に似て い るとこう

が多かい とい うことが分かる，しかし、プロシアな

どのヨ
ーロ ッ パ 大陸の国はイギ リス より早 く官僚採

用試験制度 を確立 した。近いとこ る に薊例があるの

に、なぜわざわざ還い とこるにある中国の科挙を論

争の渦に巻 き込 んだのか．実際、国会弁論の 中に ブ

ロ シアの官僚採用試験制度が言及された。しか し、

その取扱は科挙と反対、完全に専門知識にもとつく

官僚採用試験を行 っ て いたプロ シ ア型はイギリス に

好ましくな い とされて い た。

　試験制度は人材を選別するもの で あり、そ の あり

かたは人材を育成する教育制度と深くかかわ っ て い

る 。また、教育制度の 性格は社会からの需要によ っ

て規定される。社会の教育 システムへ の需要には実

用的技能、身分の成員資格、社会統制 へ の官僚制的

関心という3 種類がある。 中国社会において 、 人材

養成という目的で、全国各地で 「官学」を設立 する

政策があ っ たが 、 実際に 、 それは名目上の政策で 、

政周はめ っ たに学校教育に力を入れなか っ た。生徒

はただ官学で学籍を置いて、定期的に試験を受ける

とい うこ とだけで、学校で はほとんどなに も教えて

い なかっ た。生徒はほとんと外の私塾で勉学するこ

とにな っ ていた e 教育内容 は古興中心とした文学的

な教養である 。 それは科挙の主要試験科目である

上、また支配階層で ある文人身分層の
一員となるに

はこうした教養主義的な素養を身に付けなければな

らなか っ た。社会統制の面 からいえば、実質的な教

育が行われていないが、
’
官学は生徒の学籍を管理す

ることに よ っ て 、社会的な統制が図られて い た。ま

た、教育で儒教思想を貫徹 さ ぜ る こ と に よ っ て 、文

人によ る行政権力の 独占が保たれて い た。

　イギリス は同じく、古典中心とした教養主義的な

教育がバ ッ プリ ッ ク
・
スク

ール とオ ッ クスプ ッ リジ

で行われていた。そのような教育を受けるには 、 高

い教育費用がかかる の で、実質的に いわゆるゼン ト

ルマンという階層の子弟のみ受ける ことになる。イ

ギリス の官僚採用試験はこ うい っ たバ ッ プリック ・

スク
ー

ル とオ ッ クスプ ッ リジの教育内容に準 するも

の で、従来の ゼ ン トルマ ン階層が既得の 権利を守る

ことがで きたので ある。

■ まとめ

　 中国とイギリス の文官任用試験に つ い て さまざま

な論議がなされていた 。 科挙はイギリスの官僚採用

試験に影響を与えたか否か両論に分かれるが、そ の

導入の際 、科挙がよく言及されていた こ とは事実で

ある。後の試験制度は科挙と似て いる と こ う が多い

こどは また事実で ある。19世紀に 、 イギリス は大学

教育水準の低下、縁故採用に よる官僚能力の不振、

中産階級の台頭などの問題を直面して おり、官僚制

の改革を行われざるを得なか っ た。有能な人材を確

保するため、 競争試験を導入 しなければならなか っ

た。しか し、その冒僚制改革は今までの縁故採用を

’
やめ、競争試験によ っ て任 冒され、上層階級 の 子弟

の質を向上させる狙いがあ っ た。競争試験で人材を

選抜して、かつ支配階級の文化を維持して い く側面

は科挙と共通 している と書える。当時の イギリス の

指導者は科挙を意識したのは、 科挙が縁故採用を排

除し、業績主義に基づくということだけでなく、古

典を中心とした教養主義的な文人階層を支配構造に

持続させるというとこるで はないか。また 、 19世紀

に 中国の 国力が袞え て い たもの の 、18世紀後半から

始ま っ たフランスの知識人が中心 とした中国文化に

対するあこがれという思潮がその背後にあるのでは

ないか と考える。
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